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2-2-3 公共交通（地下鉄・ＪＲ・バス・路面電車） 

(1) 公共交通の利用人員の推移 

◇ バスの利用者数が大幅に減少。 

・ 地下鉄の利用人員は横ばいで推移しています。 
・ JRは高架化・中間駅の設置・複線化に伴い利用人員を伸ばし、近年も増加傾向にあります。 
・ 路線バスと路面電車は利用者数が減少しています。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-53 札幌市内の地下鉄・ＪＲ網 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                           資料：札幌の都市交通データブック2010 

図 2-54 公共交通の利用者推移 

＜地下鉄等の整備経緯＞ 

南北線（北 24 条～真駒内）： 1971（S46） 

東西線（琴似～白石）： 1976（S51） 

南北線（北 24 条～麻生）： 1978（S53） 

東西線（白石～新さっぽろ）： 1982（S57） 

東豊線（栄町～豊水すすきの）： 1988（S63） 

JR 函館本線（琴似～札幌）高架化： 1988（S63） 

東豊線（豊水すすきの～福住）： 1994（H06） 

JR 札沼線（八軒～新川）高架化： 1996（H08） 

東西線（琴似～宮の沢）： 1999（H11） 

JR 札沼線（新琴似～あいの里教育大）複線化： 2000（H12） 

JR 札沼線（新川～新琴似）複線高架化： 2000（H12） 
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(2) 鉄軌道利用の地域別傾向 

◇ 都心の鉄軌道分担率6は高い。沿線によっては鉄軌道利用率が減少。 

・ 駅沿線での鉄軌道分担率が高く、特に都心では分担率が高いです。 
・ 都心や、東豊線の南部区間（「豊水すすきの～福住」1994年整備）や東西線西区間（「琴似～
宮の沢」1999年整備）で鉄軌道の利用率が上昇しているが、郊外部や南北線の南部区間など
高齢化率が高い地区では利用率の減少が見られます。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：道央都市圏パーソントリップ調査 
図 2-55 鉄軌道の分担率（利用率）とその変化 

                                                   
6分担率（交通手段分担率）：ある交通手段のトリップ数が、全交通手段のトリップ数に占める割合。 

鉄軌道分担率
（2006年、地下鉄＋JR）

0.4 - 0.5   (1)
0.2 - 0.4   (9)
0.15 - 0.2  (17)
0.1 - 0.15  (24)
0  - 0.1  (57)

鉄軌道分担率の変化量
（2006年－1994年）

0.05 - 0.1   (4)
0.02 - 0.05   (11)
0.01 - 0.02   (16)

-0.01 - 0.01   (39)
-0.02 - -0.01   (21)
-0.05 - -0.02   (17)

東豊線南部沿線で増加 

南北線南部沿線で減少 

東西線延伸沿線で増加 
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(3) 公共交通の満足度 

◇ 季節に依らず地下鉄の満足度は高い。冬期のバスの満足度は低い。 

・ 地下鉄、ＪＲ、バスを比較すると、季節に依らず地下鉄の満足度は高い傾向があります。 
・ バス･路面電車の満足度は、夏期と冬期で大きく異なり、冬期は４割以上が「不満である」ま

たは「かなり不満である」と回答しています。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：道央都市圏パーソントリップ調査（2006年、ライフスタイル調査） 

図 2-56 居住地域の交通サービス満足度（地下鉄、ＪＲ、バス・路面電車） 
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(4) バス 

◇ バス利用者数は減少の一途をたどる。バス事業の経営状況は厳しい。 

・ 市営バス事業の民間委譲（H15,16）が行われ、市内の路線バスは全て民営です。 
・ 市街地の殆どを鉄道とバスがカバーしています。バス走行キロはほぼ横ばいのなか、乗車人

員は減少の一途をたどっており、バス事業の経営状況は厳しいです。 
・ 道路運送法の改正（H14）で路線撤退に対する規制が解除され、認可制から届出制となりま
した。 

・ 札幌市では新たなバス路線維持補助制度を導入（H21）し、生活路線の確保に取り組んでい
ます。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図2-57 市内バス鉄道カバー圏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図2-58 市内バスの走行キロと乗車人員の推移 資料：札幌の都市交通データブック2010 
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図2-59 市内便数ランク別バス停 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

便数（上下計） 
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(5) 路面電車の状況 

◇利用者の減少は続くものの、地域に必要な交通機関となっており、今後のまちづく

りへの活用が期待されている。 

・ 路面電車は近年、利用者数が減少傾向にあるものの、1日平均 2万人が利用し、特に朝ラッ
シュ時には一部区間（西 4丁目～西線 16条間）で 3分間隔の折り返し運行を行うなど、交
通需要が大きく、地域に必要な交通機関となっています。 

・ 沿線には藻岩山やコンサートホール Kitara 等の集客施設が点在し、観光客等にとっても重
要な足となっています。 

・ 高齢者をはじめとした日中の利用も多いものの、施設や車両の老朽化が進んでおり、バリア

フリーに対応していない状況です。 
・ 現在、路面電車は国内外で人や環境に優しい特性等が見直され、交通機関としてだけではな

い、将来を見据えたまちづくりへの活用が期待されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：札幌市路面電車活用方針（2010年（平成22年）） 

図 2-60 利用人員と沿線人口の推推移 
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                              札幌市の車両 
                              
 
 
 
 
         図2-61  停留場間における輸送人員 
               （2009年1月平日） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-62  1日の時間帯別利用者数の推移（2009年1月） 
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(6) 乗り継ぎ 

◇ 駅でのバス乗り継ぎが減少し、自転車や徒歩が増加する傾向。 

・ 駅端末手段の７割は徒歩です。バスや自転車からの乗り継ぎは２割あまりです。 
・ 地下鉄駅ではＪＲに比べてバス乗り継ぎ利用割合が高いです。 
・ 駅端末手段はバスが減少して、自転車や徒歩が増加する傾向です。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図2-63 市内鉄軌道の路線別端末手段構成 資料：道央都市圏パーソントリップ調査（2006年） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図2-64 端末手段別駅乗降者数（札幌市内駅集計）の推移 資料：道央都市圏パーソントリップ調査 

 

駅端末機関利用内訳

3.6%

14.7%

18.8%

20.5%

18.8%

51.2%

23.4%

16.6%

10.0%

13.1%

9.8%

36.5%

10.4%

12.3%

5.5%

7.9%

8.7%

8.7%

7.3%

13.3%

9.2%

37.4%

65.2%

58.7%

60.9%

36.3%

25.1%

52.8%

36.9%

2.1%

0.7%

0.2%

1.2%

0.0%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

さっぽろ・大通

南北線

東西線

東豊線

JR札幌駅

ＪＲ（市内）

合計

自転車＋バイク タクシー 自家用車（運転＋同乗） 路線バス 市電

駅端末手段構成（３区分）

80.1%

65.1%

70.6%

74.0%

59.6%

66.9%

70.3%

4.3%

34.8%

28.2%

26.0%

8.4%

30.7%

22.7%

15.6%

0.2%

1.2%

0.0%

32.0%

2.5%

7.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

さっぽろ・大通

南北線

東西線

東豊線

JR札幌駅

ＪＲ（市内）

合計

徒歩 機関利用 乗り継ぎ鉄軌道乗り換

1,059

66
0

80

267

115

1,109

84

0
77

197

111

0

200

400

600

800

1,000

1,200

徒歩 自転車 バイク 自動車 路線バス、
市電

地下鉄、ＪＲ
※

（
千

人
／

日
）

1994年 2006年

※「地下鉄、ＪＲ」は地下鉄⇔ＪＲ間の乗り換え。
　　地下鉄相互、ＪＲ相互は含まない。


